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P NCエ作機用総合図形処理システムを開発

∃上製作句11上研究所では,このほどNCコニ作模糊[頚形処理rJつ

キ∴とLて,分割,板取りまでも一貫した流れで処理てきる縁台回

形処即･ン1テ∴"GIPS-1”を開発L-た〔･.

ニ〔て､シフて､千∴こまブラフイツタ･ディスプレイを用いてマン･てシ

･コミュニナーションによる対話形式で図形処理を行なうもし｢

∴ 二しご1侵し11固形処理システムは世界的に叛例をみないユニー.り′1こ

もし丁)〆･チあろ､=

点二且 数値制御による工作機械の運用が盛んiこ行なわ.うtておL_),

こ-ヲ‾しこ挺弔さ.そtる自動プロダラミソグ言語が各方面て開発さわ実巨】

化ニ.∃‾Lてい仁jニ

トしゥ'梢川三叶‾チもす｢さに基本的な図形を変形したり,巨1形同士て旬

エ】乙∴三羊を作1て簡単に,しかも短時間で図形の′∫主義を行二三う

HAPT-7りフ‾ロブラムを開発しており,実際に適用Lで∴ゝる｡

1う↓∴ ミ_:し二1こよっては非常に大きなものがあり,1杖のf引こチ〈モ

ミノつj三紳士＼カ)ち切り出すことが困難なことがある｡

まチエ素材カゝち壌種もの部材を切断するとき,どのよぅこ配置した

エコー主さょこ'まL･～二･■二切断できるかという板取りの効果を考える必要も
J･ ▼'

Jつこj.

そ二‾十さtらを一肌て処理できる総合図形処理”､チム哨宅
コき要望さ.-さ‾Lr二▼ざゴ･),GIPS-1ほこれに対処して開発したものであー乙:.

二1t∴エHAPT-70と一体になっており,これにグラフで ご∴ク･チr

プ､プレ ナを恥∴÷二分割システムおよび板取りシステムを組み合jTせ

て,一円し二⊥二処理を可能にした｡

∴7｢シ▲くチエ､▼‾三は特に人間と計算機との対話によっ二,1杖1一二,さ∴ユ

称二歩と三りニ▲こ部材を配置し,熱変形を考赦した切断開始.与し二つ二一うさ

撞.1ナ油即キ√)墟f空を考膚L･た分割ができるようミ･こしてあそ

_J′づも7;ご指紋こま次のとおりである｡
主 て:ご-デ†こ要求の組み合わせを作ることができこ･二 三･必要

Hこ虹し､r‾二分割一っきるので材料の有効な組合せが可能とたそノこ
吉山
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∴ニ㌔テムの流jtほ(図1参照),設古卜者により図面が苦かれると,

二.さし■をHAPT--て0で計算機に入力するっ計算機で図形データを作成

し∴′亡尺材より大きな固形ほ分割システムにより淀尺村にはいる大

きさま‾?緋分すろ-.二の細分さこれた部材を板取りシステムで歩どま

=効ネの上:一とい】で亡｢符を什ない,NCガス切断機用の紙テープを出力

十乙､

r江)HAPTとはHitachiAutonlatic Pl‾Ogramingl'001sの鴫｡

ふらかじめ‡姜錬してある三角形,四辺形,扇形など7種頸の形状

な基本L卵形として,こjLらの中からベースとなる韮本図形を選び出

L-,そj■しに修正ヤ変更を加えて,数万種におよぶ任意の図形をつく

`1‖卜⇒一二とのできるNC用r即日処理プログラムっ

このプログラムほ昭和44/午9月=立製作所で開発したもので,現

適な板取ト■一こよ･〕材料の歩どまりが向上する｡④マン･てシン･コ 雀､上場の了享設計,養生国,尊皇造に至る一連のfl‡産システムの一体化など

ミュニナー､ノニンによって処理できる｡などである｡ ..二て･il嘲さ′≠トニいる.｡

#50万回転/毎分超高速モートル開発

主二‾-て王‾導引上｢可でこミニのほど,最高回転数50万回転ノ毎分と-,ご,･世卯

一三も例L｢二ない超高速モートルの開発に成功した(8,400Hz高唱波音E

席綾取 出力50W二)｡

現在7‾ノン†､基板,小径軸受,燃料噴射ノズルなど小径の穴■を{ミ■Ji

速r‾二･加=二する削りのために最高20万rpm程度までのスピン トL.-ンl

う≡F削ヒさ′≠二一二いるが,最近では加工精度の向上に伴ってよ･1高速亡つ

フ･ヒン トこう⊥要求されてきている｡

LかL,～,∈釆の駆動用モートルには,通常ころカ∴)軸受か朴一､

ら.一々■L一二,ら▲∴ニの軸受では20万rpmの回転数か限斐とさ｡うtて

1-r-

そ二′二…]土製作所ほ超高速回転に耐え,耐久性も良く.‾+かも-ム

∴環境条件にも過f‾Lこできる"l削モ形て巨気軸受”を開発,それ糾宋用
三‾一乙二とにr-ト〕て50万rpmの高速回転に成功した｡

`静軒形辛気軸受”は,通常の油潤沿軸受と構造的にほ似ている

納の代わりに高圧の?二号気を吹き込んで辛気膜の圧力で柚を浮き

j二〆二Jせるというものであろ｡また･Fl11受をやわらかく支持するなど,各

戸テ†こざん新なアイディア川寺許申請ヰりを盛り込むとともに,モート

‾ン本体も大きな遠心力に耐え,Lかも能率の落ちない新しいソリッ

ニ､-ロータカ式を揺用し-たし

二′そLニュって従火の2倍以__Lの超l揃射り‖転を安定に維持し,各種

=ト径穴をあけ,あるいは研削加工の精度と能率化を飛躍的に向上

させることカ■山∫能となった｡

ヒ.blは鮒乍所′･壬は,超高速モートルの実用化を進めるとともに

た川棚iJ〕槻如こ取り組んでいる｡
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■公害用測定装置

``仝消費形バーナ''〃ⅡgガスセルMを発売

日立製作所では,公害用測定装置として鉛測定用の"全消費形バ

ーナ”と水銀測定用の"Hgガスセル”の2稚を昨年12月から発売

した｡

最近,公害問題のクローズアップに伴い,ガソリン巾の鉛,河川水

中の水銀の測定の必要性が高まっているが,従来の測鑓装置では感

度,測定時間などのノ亡ミでいろいろ難点があったご)全消費形/ミーナと,

Hgガスセルは原子吸光分光光度計に取り付け,鉛や水銀を高感電

で簡単に測定する装置である｡′

(1)全消費形バーナ(ガソリン中の鉛の測定)

従来のはとんどの装置が標準としている"プレミックス形ノミー

ナ”(試料溶液を噴霧し,空気と混合して炎に送る/ミーナ)を弔

いて測定すると,同じ鉛の濃度でもメチル化合物とエチル化合物

の吸光度が異なるため,その割合をあらかじめ知っておかなけ九

ば正しい値が得られず,測掛こ時間がかかった.｡

これに対し,"全消費形バーナ”ほキヤピラリ(吸込入口1

から吸い込まれた試料溶液がすべて炎の中にほいる力式のバーナ

で,同じ鉛の濃度なら同じ吸光度を示すので,希釈(うすめる)す

るだけで直ちに分析値が得られ,従来に比べて簡単にしかも高感

度で分析できる｡

なお,"全消費形バーナ”ほ,207,208形原子吸光分光光度計

本体に標準装備されているバーナ部分(バーナヘッド,バーナボ

ディ.バーナ保持台など)を取り去り,その後に装備して使用す

るものである.=

(2)Hgガスセル(河川水中の水銀の測定)

従来,水銀のすぐれた分析法がなかったため,特殊な場合を除

いてその珊竜はほとんどなされていなかった｡

しかし,最近.還元気化による原子吸光測定法が開発され,非

常く･こ高感度で簡単に分析できるようになった｡

本装置は,この｢還元気化法+を導入,製品化したもので,脚

光部とHgガスセル部から成り,Hgガスセル部でHgを還元,測

光部でその濃度を測定するもので,水銀量が0.004マイクログラ

ム/100mJの精度で測定できる｡

Hgガスセ′レは207,208,303形原子吸光分光光度計本体のバー

ナi部分の′ミーートヘッドを取りほずし,そのあとに付けて使用する:

lスラリーハイドロホイスト3茎

オーストラリアから受注

日立製作所でほ,昭和電工株式会社と共同開発したアルミナプラ

ント用"ボーキサイトスラリハイドロホイスト”3基をオーストラ

リアのクイーソズラソド･アルミナ祉から受注した(Queensland

Alumina Ltd.)｡

ボーキサイトスラリハイドロホイストは,原料ボーキサイト(ア

ルミニウムの原鉱)をか性ソーダ溶液に混合し,スラリ状(′どろど

ろ状)にしたものを高圧,大容量に輸送する装置で,従来使われてき

た往復動ポンプや,ダイアプラムポンプに比べ,①維持費が安い,

②保守点検が容易などが昭和電工株式会社横浜工場での実用運転て

認められている｡

タイーソズラソド･アルミナ社ほ,カイザー･アルミナ祉けメリ

カ),アルキヤソ(カナダ),ペシネー(フランス),CRA(オーストラ

リア)の4社による共同出資会社で,今回,ボーキサイトスラリハ

イドロホイストを納入するグラッドストソの工場ほ,世界でも最大

稜の7′レミナ工場である｡

今回納入のハイドロホイストは,同工場が1973年には年間240

万tのア′ンミナ生産を達成するための第3次112.5万t拡張計画に

使用されるが,今回の受注はクイーソズランド･アルミナ社の親会

社であるガイザー･アルミナ社を通じて行なわれれた:.

カイザー･アルミナ社とクイーンズランド･アルミナ杜ほ,2度

にわたって技術者を日立製作所に派遣,実際にハイドロホイストの

運転状況を調査,性能を確認のうえ,第3次計画に予定されていた往

復動ポンプの採用を変更Lて本装置の導入を決定したものである.:

両社がハイドロホイストの真価を認めて採用に踏見切ったこと

は,各国の7′ンミメーカーの注目するところであり,日立製作所で

ほ同の内外に対し積極的な販売活動を推進している.｡

本ハイドロナイストのおもな仕様は次のとおりである=.

Pl二出量:750USGPM(流量単位gal/min),吐出圧:800PSIG(圧

力の単位=11bが0.735kg/cm2),供給室数:3筒.供給室内径:

500mm,取扱液:ボーキサイトスラリ,温度:180〇Fなどである｡

■変電所計算制御式自動操作装置完成

日立製作所では,小形制御用電子計算機による変電所の計算制御

式自動操作装置"COMSAP”*を中部電力株式会社と共同で開発

し,中部電力株式会社清水変電所に納入,このほど立会試験を完了

した｡

本装置は,小形電子計算機"HIDIClOO”(16K語)を中央処理

装置としており,変電所の事故時の復旧操作

(D 全停電時のしゃ断･復旧操作

② 線路事故時の復旧操作

COMSAPとほ,Computerized Static Automatic Restoring

Equipment for Power Systemの略=自動操作装置

106

き′;地絡試開放復旧操作

など,および定常時の系統切換操作,作業時の停JL 復旧操作など

を総合的に論理判断し自動的に操作するものである｡

本装置の制御対象機器ほ,電力株器,しゃ断器,断路器,負荷時

電圧調整付き変監器タップであり,これらをオンライン制御するも

のである｢

コンピュータによる変電所のオンライン制御ほわが国でほ初めて

のことである｡

本装置のおもな特徴ほ次のとおりである｡

旬変電所の規模が大形化し,処理内容が増大しその操作内容が複

雑となっても高速処理ができる｡②高信頼度の制御用電子計算榛を

中央処理装置としているため,動作が安定で,かつ重要部ほ周辺装
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置との二重化を行ない,高信蘇性を有する｡④設備の新増設,系統

運用の変更に対し,プログラムで対処できるため融通性が高いご

なお本装置ほ,1]動操作機能のほかに自動監視,事故注己録.デー

監 視 役

タ処理依能などの拡張も可能で,中央の自動給電システムと連系さ

せることにより,電力系統の総合的な自動化への発展も期待できるこ

制御用計£亡依システム

同2 計算制御式自動操作装吊

入出力切換回路

■ 自記分光光度計323形発売

日立製作所でほ,食品の有害添加物の検出機器とLて脚光を浴び

ている"自記分光光度計323形”を昨年12月から発ノ売Lた′ノ

分光光度計ほいろいろな波長の光を物質に当て,そJLを通過また

ほ反射する光の量の変化を図f),その物質の成分などを調べるもの

で,最も一般的な分析機器の一つで,Jム範な分野で姥用されているこ

日立製作所では手動式分光光度計,l二l記分光光度計,ラビヅドス

キヤソ分光光度計,二波長自記分光光度計など,7機種を発売Lて

きたが,今回の"323形”の発売でいっそう充実した.｡

323形ほ,従来の自記分光光度計をベースにさらにデラックス化,

目立分光光度計シリーズ中の最高機として開発したものである.こ.

おもな特徴ほ次のとおりである｡

①高濃度試料には:吸光度0～3のスケール,低濃度試料にほ:

吸光度0～0.02のスケールと,幅広い試軒卜濃度に対応でき-る測光ス

図3 日立自記分光光度計323形

ケー′レ(測定目盛)をもっている｡④リピートスキヤソ(自動繰返し

記録)による反応過程の追跡,波長同定による時間変化の測定,差

スペクトル記録による測定など,応用測定のための機能が拡大さjl

ているこ)④光源および検知器切換えの自動化,見やすい大形平面記

録計の採用などにより高能率化されている｡

■高耐熱油入変圧器シリーズ完成

日立製作所では,小形軽量の95℃温度上昇不燃性抽入変圧器と

75℃温度上昇合成油入変圧器を完成L･た｡

日立製作所でほ,すでに120℃温度上昇抽入変圧器を開発してい

るが,これに今回の変圧器を加えて,高耐熱納人変群器シリーズを

完成した｡

このシリーズは近年都市の過密化による用地難,美観の点から,

変圧器の小形軽量化が望まれているのに対処Lて開発Lたもので

ある｡

(1)95℃温度上昇不燃性抽入変圧器

使用材料古rま,耐燃性のすぐれた不燃性絶縁油,高耐熱性蒋葉絶

縁紙,特殊エナメル線,耐熱,耐薬品のすぐれた特殊積層板,絶

縁油劣化防止剤などから成り,これらを窒素封入密封構造とした

もので,これにより95℃温度上昇にじゅうぷん耐えるようになっ

ている｡今回完成した単相100kVA変圧器を従来品と比較する

75℃温度上昇合成油入変圧器

誓士

鉱油人変圧器

と,電気的特性を同じにして,容積,

図4 日立配電用

変旺器

重量,油量はそれぞれ約65

%,80%,35%となり,小形軽量が実現した｡

不燃性抽入変圧器で95℃温度._L昇で利用できるようにしたの

は世界で初めてである(従来は65℃以下の温度上昇で使用されて

いた)｡
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(■2)75℃温度上昇合成油入変旺器

従来よi)使用されているセルロース系絶縁紙,エナメル線など

と,新しく開発さjlた合成油を組み合わせることにより,これら

の耐熱寿命が向上し,75℃温度上昇で使用できる｡これにより,

三相100kVA,6.6kV根合成抽入変圧器を完成した｡.鉱油入りの

戚夢

ものと比較すると容積,重量,油量カミそjlぞれ約75%,85プg,55%

となり,′+＼形軽晶ができた.｡

本シリーズの特徴は小形軽量であるi′まかに,絶縁油の耐熱性が

す･こヾれ酸,スラッジの生成が少なく長期にわたり安定した特性

を維持でき,決守点検が容易なことなどである｡

■新形イグニション･コイル 2横種発売

日立製作所では,ハイスピード時代にマッチした新形イグニショ

ン･コイル日立ニューGTワイド｢稲妻+｢赤鬼+を昨年12月から

発売した｡

日立ニューGTワイドほ.独自の閉磁路鉄心形イダニショソ･コ

イルの一次回路に,従来度用していた外部レジスタの代わりにイン

ダクタを採用したものである.｡

近年,自動車用ニンジンの高性能化に伴って,高速帖および低温

始動時の火花性能の｢占j上が要望さノ書t,外部レジスタ付きイブニショ

ソ･コイルが一般化しつつある.こ+

しかしノ,外部レジスタ付きイダニション･コイノL-ではディストリ

ビュータの接点に突起ヤ汚損を起こLやすい難ノ仁よかあった｡

ニjいこ対し,日立ニューGTワイド｢稲妻+｢赤鬼_+はインダ_ク

タの採用により,ディストリビュータの接点に生ずる突起はきわめ

て小さく,しかも火花性能を大幅に向上させることカ;できた｡

おもな特徴は次のとおりである｡

五低温始動時バッテリ電圧が低下しても強力な火花電圧を供給

するた札 たとえ-20℃の頚ミい朝でも,エソジンほセルー発で始

動する｡また稲妻には,始動に要する強い火花をLt_1させるために,

一次例の回路をショートカットする必要からダイオードを使用し

ているL 二jtによりスタータを回しているときだけ外部インダクタ

をショートして強力な火花電圧を供給,いちだんと効果が大きくな

る｡･､丑従来のコイルでは,長時間走行するとコイルの温度が上昇

L,火花は弱まるが,口.■11仁ニューGTワイドはコイルの温度上昇が

きわめて低1∴ ハ一丁ウェイヤ急

坂の続くこ山道での過酷な長時間

走行でも強力な火花を持続する

ことカこできる.二.し卦2気筒申から

8気筒申まで全車種に適応し,

どんな中でも弓7一ス車なら簡

軋こ取り付けられる.｡蓬)低速か

ら高速まで余裕ある強烈な火花

を発生するため,力強いニンジ

ンパワーを引き出L,就い加速

こう▲縛らjtる.｡

図5 新形イブニショソ･コイル

日立ニューGTワイド｢稲妻+

……編集後記……

加圧酸素装置の槽トノっに患者を置くと,血液l勺に溶け込む酸素量ユニ

高まり組織の活性を促進する,こ..また二郎政や手術の際の出血防止,あ

るいは血行障害に対し効果がある..構内は一般に3～4気圧程度の

酸素圧に保たカ1ており,酸素濃度カニ75～80%と高く,かつ加圧され

るので特に火災に一対する安全性に留意する必要があるて

｢加圧酸素中における有機材料の発火温度+では,加圧酸素装置に

関する安全性を,各種有･牧村料の酸素ふん囲気中における発火温酸,

燃焼状況の研究成果を述べているこJ結論として｢高U三酸素中iこお汁

る発火温度は大気圧,空気中のそj-1よりかなり低‾FL,かつ激しく

燃えるので安全上からは危険なふん四克とみることがてきる+と要
約されている｡

◎

超過密都市における中心部の電力需要は急増し,信頼度に対する

要求も高齢こなってきた｡これに対し,ネットワーク配電方式がア

ローズアップされ,各電力会社で検討されている｡R立製作所でこ三
数年前からスカミットネットワーク受電設備ならびにレギュラーネッ

ニ､ワークプロテクタの開発研究を行なってきた｡

｢スナットネットワークならびにレギュラーネ､ソトワーク配電機

器_■でこま,ネヅトワーク配電方式の開発要点を詳報している｡

◎

火力･.厚子力発電所と既設の発電所を含めた電力系統全体の効率

的運用を図るため,揚水発電所の役割は非常i･こ重要なものとなって

きている.一

木号は.口立拳法nて所iこおける最近の技術成果を,現在稼働Lぃであ

るこ六ンブ水中おユび発電電動機の運転成果,海外向けポンプ水車お

よび発電電動焼,水車およびポンプ水球の設計における電子計算機

の托二用などを5編に集録,｢揚水発電機器特集+とした｡

二丘年の水力発電粍器が.ポンプ水中を中心に大容造化,高落差化
の傾向にあり,高度の技術を必要とする折り,時宜を得た論文集と
言∴Lよ うく一

◎

巻頭を飾る一家一言らんには,電源開発株式会社理事 桑原進氏

エリ,わか国における揚水発電所の発展経緯ならびに興領域的な技

術協力の重要性を説かれた｢技術の開発と協同+と越する玉稿を賜

てつつた.こ.

本誌のた占うに,特に寸暇をさいて稿を早されたご好意に対し,深

′二丁蕃謝の青を末する次第である｡
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